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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入賞球の保留状態を遊技者に報知する保留画像が表示される画像表示手段を含む弾球遊
技機であって、
　弾球された遊技球が流下する遊技盤と、
　前記遊技盤に設けられ、遊技球が流入可能な始動入賞口と、
　遊技球が前記始動入賞口に流入したことを検出して検出信号を発する入賞検出手段と、
　前記検出信号を受信する毎に保留をするか否かを判定し、保留をする場合には前記保留
画像を前記画像表示手段に表示し、更に、前記保留画像を変化させる制御手段と、を含み
、
　遊技球が前記始動入賞口に流入したことを契機として、遊技者に対して有利な特別遊技
へ移行するか否かを抽選する大当り抽選処理を実行可能であり、
　前記保留画像として、表示態様の異なる複数の画像が設定されており、該複数の画像の
うち、前記大当り抽選処理の結果が特別遊技へ移行しない場合に常に表示されない特殊画
像が設定されているとともに、前記特殊画像の種類は、前記大当り抽選処理の結果が特別
遊技へ移行する場合だけでなく前記大当り抽選処理の結果が特別遊技へ移行しない場合に
も表示される画像の種類よりも少ない数に設定されており、
　前記保留画像の種類によって、特別遊技移行期待度が示唆されるとともに、前記保留画
像の種類に応じて、示唆される特別遊技移行期待度が異なり、
　前記保留画像のうちの少なくとも一部の画像については画像が変化不可能であり、画像
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が変化可能な前記保留画像は複数種類存在し、画像が変化不可能な前記保留画像も複数種
類存在し、
　前記特殊画像は、画像が変化不可能な前記保留画像の種類の１つであり、
　画像が変化不可能な前記保留画像の種類の１つには、前記大当り抽選処理の結果が特別
遊技へ移行する場合だけでなく前記大当り抽選処理の結果が特別遊技へ移行しない場合に
も表示される画像がある、
ことを特徴とする弾球遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　入賞球を保留する状態になったときに、保留の状態を遊技者に報知するための保留画像
が、画像表示装置に表示される弾球遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　弾球遊技機の一種であるパチンコ遊技機において、近年、遊技盤に画像表示装置を設け
たものが普及している。このパチンコ遊技機において、遊技球が始動入賞口に入賞すると
、画像表示装置に表示された複数列の図柄を変動させて、スロットゲームを模した図柄遊
技を行い、スロットゲームが大当たりとなった場合には、パチンコ遊技を特別遊技に変更
して、遊技球が入賞しやすい状態にするものがある。また、多くの場合、図柄の変動中に
遊技球が始動入賞口に入賞した場合には、所定数（通常は4個）まで入賞を記憶して入賞
球を保留することが可能になっている。
【０００３】
　この保留の状態を遊技者に報知するために、ランプを点灯させて点灯したランプの数に
よって保留数を遊技者に報知するものがある。例えば、保留表示用のランプが２つ点灯し
ていれば、変動中の図柄遊技が停止した後、更に、２回の図柄遊技が行われることを示し
ている。また、更に、大当たりとなる可能性のあるリーチが表示される場合には、保留表
示用のランプの色を変えることによって、遊技者にリーチを予告できるものも提案されて
いる。（例えば、特許文献１参照。）遊技者は、変動する図柄を凝視し続けなくとも、こ
の予告によって、リーチとなるような重要な瞬間を見逃さないようにすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－１５０２４８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に提案されている保留の報知方法では、ランプが点灯されてから保留状態が
終了してランプが消灯されるまでの間には、ランプの表示自体が特に変化することはない
。また、遊技者が積極的に何かの操作をして、ランプに変化を与えることもできない。従
って、遊技者にリーチの予告以上の興味を抱かせることはできず、遊技者が保留の表示に
継続して関心を持つことは少ない。また、遊技者は、リーチに到ることが判明するだけで
あって、図柄遊技が大当たりとなる可能性について情報を得ることはできない。
【０００６】
　従って、本発明の目的は、上記の課題を解決し、保留を示す表示に、遊技者が更なる興
味を抱き関心を持ち続けることのできる機能を加え、図柄遊技に関してリーチの予告以上
の情報を遊技者に与えることのできる弾球遊技機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　以上のような目的を達成するため、本発明に係る弾球遊技機として、例えば、入賞球の
保留状態を遊技者に報知する保留画像が表示される画像表示手段を含む弾球遊技機であっ
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て、弾球された遊技球が流下する遊技盤と、遊技盤に設けられ、遊技球が流入可能な始動
入賞口と、遊技球が始動入賞口に流入したことを検出して検出信号を発する入賞検出手段
と、遊技者の操作に基づいて操作信号を発する操作手段と、検出信号を受信する毎に保留
をするか否かを判定し、保留をする場合には保留画像を画像表示手段に表示し、更に、操
作信号を受信すると、変化可能な保留画像を変化後画像へ変化させる制御手段と、を含む
弾球遊技機が考えられる。
【０００８】
　ここで、「弾球遊技」とは、遊技球を用いた遊技であればよく、「弾球遊技機」として
は、パチンコ遊技機のほか、アレンジボールや雀球遊技機のような遊技球によって遊技の
進行が定まるあらゆる遊技機が含まれる。また、「操作手段」は、遊技者の四肢の動きを
検出して信号を発信するものであればよく、例えば、手の動きを検出するものでも、遊技
者が発した音声を検出するものでもよい。検出する手段は、遊技者の操作を電気的に検出
するものでも、機械的に検出するものでもよい。また、「画像表示手段」は、保留を示す
画像を表示する画像表示装置を含み、画像表示装置としては、例えば、液晶、ブラウン管
、ランプ、ＬＥＤ素子等を用いたものが含まれる。画像表示装置は、遊技者が視認できる
位置に設置されていればよく、弾球遊技機上だけに設置されるとは限らない。
【０００９】
　「保留画像」は、保留を遊技者に報知できるものであればよく、文字情報であっても図
形であっても、その組み合わせであってもよい。また、静止画であっても動画であっても
よく、更に、音声と画像を組み合わせたものでもよい。「変化後画像」も上記と同様であ
り、画像の内容は、保留画像と関連するように設定することもできるし、全く異なるもの
に設定して意外性を与えることもできる。また、全ての保留画像を変化後画像に変化させ
ることもできるし、一部の保留画像のみを変化させることもできる。
【００１０】
　この態様では、従来とは異なり、保留を示す保留画像が変化し、更に、操作手段により
遊技者の意思で変化させることもできるし、変化させないでおくこともできる。
【００１１】
　本発明の弾球遊技機においては、更に、制御手段が、画像抽選処理により選択された保
留画像と変化後画像を、画像表示手段に表示することも考えられる。「画像抽選処理」は
、例えば、乱数を発生させてその値によって、複数の画像の中から１つの画像を選択する
ことが好ましい。保留画像や変化後画像が、複数の画像の中から抽選で選択されるので、
遊技者は、思いもかけぬ保留画像や変化後画像を体験することができる。
【００１２】
　本発明の弾球遊技機においては、更に、本発明変化可能な保留画像に、遊技者が操作を
することを示唆する操作示唆情報が含まれることも考えられる。「操作示唆情報」は、遊
技者に操作手段を用いることを示唆する情報であれば、あらゆる情報が含まれ、文字で操
作を示唆することもできるし、図形等によって示唆することも含まれるし、音声を用いて
示唆することも含まれる。
【００１３】
　本発明の弾球遊技機においては、更に、変化可能な保留画像の一部には、操作示唆情報
が含まれないことも考えられる。この態様では、操作示唆情報が含まれない保留画像であ
っても、遊技者が何気なく操作手段を操作したときに、変化後画像へ変化する場合がある
ので、遊技者が意外性を感じることが期待できる。
【００１４】
　本発明の弾球遊技機においては、更に、変化後画像に、特別遊技へ移行する可能性を示
す情報が含まれることも考えられる。「特別遊技へ移行する可能性」、つまり、大当たり
となる可能性は、数値を用いて示すこともできるし、可能性を暗示する表現や図形等によ
って示すこともできる。また、音声を用いて示すことも考えられる。遊技者は、保留画像
の変化を楽しむだけでなく、大当たりとなるか否かといった図柄遊技に関しての情報を得
ることが可能となる。
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【００１５】
　本発明の弾球遊技機においては、更に、制御手段は、大当り抽選処理により特別遊技に
移行するか否かを判定し、特別遊技に移行する場合には、特別遊技へ移行する可能性が高
い情報を含む変化後画像を、より高い当選確率で画像抽選処理により選択することも考え
られる。この態様によれば、図柄遊技で大当たりとなる場合には、大当たりとなる可能性
の高い情報を含んだ変化後画像が表示される可能性が高まるので、情報の内容の信頼度が
高まることが期待できる。
【００１６】
　本発明の弾球遊技機においては、更に、操作が、遊技機に設けられた操作ボタンによっ
て行われることも考えられる。操作手段の１つとして、遊技者が操作ボタンを押すことに
よって、操作信号を発信することができる。操作ボタンを押すことは、非常に簡単な操作
であり、遊技者がより積極的に操作手段を用いることが期待できる。この操作ボタンは、
遊技者は操作できる遊技機上であれば、いかなる場所に設置することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る弾球遊技機においては、従来の変化しない保留表示に比べて、保留画像が
変化後画像に変化をすることができるので、遊技者が保留画像に対して従来以上に興味を
抱くことが期待できる。また、遊技者が自己の意思で保留画像を変化後画像へ変化させる
こともできるし、変化させないこともできるので、遊技者が長時間飽きずに遊技を継続す
ることが期待できる。
【００１８】
　更に、遊技者に単なる保留の状態だけではなく、変化後画像を用いて、遊技者に大当た
りとなって特別遊技に移行する可能性を示すことができるので、遊技者は保留画像だけで
なく、弾球遊技自体にも関心を深めることが期待できる。
【００１９】
　更に、特別遊技に移行する可能性の高い情報を含んだ変化後画像が選択される確率を高
めることによって、情報の信頼性を高めて、遊技者が変化後画像の内容に対する関心を深
めることが期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明に係る弾球遊技機の一つであるパチンコ遊技機において、１つの実施形態
の概略を示す正面図である。
【図２】パチンコ遊技機１０の背面を示す背面図である。
【図３】パチンコ遊技機１０における制御機能の概略を示す機能ブロック図である。
【図４】入賞、保留記憶処理手段５１０において実行される入賞、保留記憶処理のサブル
ーチンを示すフローチャートである。
【図５】保留消化処理手段５２０において実行される保留消化処理のサブルーチンを示す
フローチャートである。
【図６】保留画像処理手段５３０において実行される保留画像処理のサブルーチンを示す
フローチャートである。
【図７】変化後画像処理手段５５０において実行される変化後画像処理のサブルーチンを
示すフローチャートである。
【図８】副制御基板５２のＲＯＭに記憶された保留画像表の１つの実施形態を示す表であ
る。
【図９】副制御基板５２のＲＯＭに記憶された大当たり用変化後画像の１つの実施形態を
示す表である。
【図１０】副制御基板５２のＲＯＭに記憶されたはずれ用変化後画像の１つの実施形態を
示す表である。
【図１１】画像表示装置３０に表示された画像の実施例（保留数４）を示す図である。
【図１２】画像表示装置３０に表示された画像の実施例（保留数３）を示す図である。
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【図１３】画像表示装置３０に表示される保留画像と変化後画像に実施例を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下に、本発明の実施形態について図面に基づいて説明する。
（弾球遊技機全般の説明）
　図１は、本発明に係る弾球遊技機の一つであるパチンコ遊技機において、１つの実施形
態の概略を示す正面図である。
【００２２】
　図１に示すように、パチンコ遊技機１０は、外枠１２と、前枠１４と、遊技盤２４と、
を含む。外枠１２は、パチンコ遊技機１０の外郭を構成し、方形状の形状を有する。また
、外枠１２には、開閉自在に軸支される前枠１４が設けられている。前枠１４には、ガラ
ス扉１６や、遊技球を受けるための上皿１８及び下皿２０や、打球ハンドル２２や、遊技
盤２４を収容する収容部等の各種の部材が設けられている。また、このパチンコ遊技機に
は、上皿１８の左側に、操作ボタン４６が押動可能に設けられている。
【００２３】
＜遊技盤２４＞
　遊技盤２４には、レール２６により区画された遊技領域２８が設けられている。遊技領
域２８の略中央部には、図柄の画像等の種々の画像を表示する画像表示装置３０が設けら
れている。さらに、遊技領域２８には、図柄の変動開始の条件を定める始動入賞口３２や
、遊技が大当たりとなったときに開閉する特別入賞口３４や、普通図柄変動表示口３６及
び３８や、その他複数の一般入賞口３９ａ～３９ｄや、遊技球の落下に影響を及ぼす風車
４０及び４２や、多数の遊技釘（図示せず）や、アウト口４４も設けられている。
【００２４】
　上述した打球ハンドル２２を遊技者が回動操作したときには、上皿１８から打球発射部
（図示せず）へ遊技球が１個ずつ供給され、遊技球は、打球ハンドル２２の回動操作に応
じた強度で、打球発射装置（図示せず）によって遊技領域２８に打球として発射される。
【００２５】
　遊技領域２８に発射された打球は、上述した風車や遊技釘との接触を繰り返して移動方
向を変えながら流下し、上述した各種の入賞口３２～３８及び３９ａ～３９ｄやアウト口
４４に流入することとなる。打球が、いずれかの入賞口３２～３８及び３９ａ～３９ｄに
入賞したときには、所定数の遊技球が賞球として上皿１８又は下皿２０に払い出される。
【００２６】
＜画像表示装置３０＞
　上述したように、遊技領域２８の略中央部には、画像表示装置３０が設けられており、
動画を含む様々な画像を表示することができる。遊技球が始動入賞口３２に流入（入賞）
した場合には、変動図柄を表示し、入賞球を保留する状態では保留画像を表示する。更に
、保留画像が変化可能なときには、遊技者による押しボタン４６の操作により、保留画像
を消して、代わりに変化後画像を表示することもできる。
【００２７】
＜始動入賞口３２＞
　この始動入賞口３２に打球が入賞したときには、画像表示装置３０に表示された画像が
変動表示を開始し図柄遊技が行われる。本パチンコ遊技機１０では、変動する図柄として
は数字が用いられているが、その他の図柄も用いることができる。また、図柄変動中に遊
技球が始動入賞口３２に流入して入賞球の保留を行う場合には、画像表示装置３０に保留
画像を表示し、更に、遊技者が操作ボタン４６を押動操作することによって、保留画像を
変化後画像に変化させることもできる。
【００２８】
　大当たりになった場合には、遊技者にとって有利な特別遊技が実行される。この特別遊
技においては、上述した特別入賞口３４を開放して、遊技球を入賞容易状態にし、遊技球



(6) JP 5812298 B2 2015.11.11

10

20

30

40

50

を特別入賞口３４に流入しやすくする。（特別遊技に関する制御処理の詳細な説明は、省
略する。）
【００２９】
＜操作ボタン４６＞
　上皿１８の左側に設けられた操作ボタン４６は、後述する副制御基板５２に電気的に接
続されている。操作者が操作ボタン４６を押動操作したときには、操作信号が発せられて
副制御基板５２に送信される。また、操作者が操作ボタン４６から手を離したときには、
操作信号の副制御基板５２への送信は停止する。
【００３０】
　図２は、パチンコ遊技機１０の背面を示す背面図である。
【００３１】
＜主制御基板５０＞
　図２に示すように、背面の下部には主制御基板５０が設けられている。主制御基板５０
は、パチンコ遊技機１０の全体の制御を行う。例えば、主制御基板５０は、始動入賞口３
２や特別入賞口３４等の入賞口に遊技球が入賞したときに、その入賞口に応じた数の遊技
球を賞球として払い出す制御をする。
【００３２】
　主制御基板５０は、演算等を行うＣＰＵ（中央処理装置）（図示せず）、パチンコ遊技
機１０の全体を制御するためのプログラムを記憶したＲＯＭ（リードオンリーメモリー）
（図示せず）、及び各データを一時的に記憶するＲＡＭ（ランダムアクセスメモリー）（
図示せず）等を含む。これらのＣＰＵ、ＲＯＭ及びＲＡＭは、入出力バスによって電気的
に接続されており、データ信号やアドレス信号が入出力できるようになされている。尚、
パチンコ遊技機１０の全体を制御するための処理のうち、入賞、保留記憶処理、及び、保
留消化処理を行う処理フローは、後述する図４と図５に示す。
【００３３】
＜副制御基板５２＞
　また、主制御基板５０の上部には画像表示装置３０が設けられており、画像表示装置３
０の背面には、副制御基板５２が設けられている。この副制御基板５２は、主制御基板５
０と電気的に接続されており、主制御基板５０から発せられた制御信号に基づいて画像表
示装置３０を制御する。演算等を行うＣＰＵ（中央処理装置）（図示せず）、画像表示装
置３０を制御するためのプログラムを記憶したＲＯＭ（リードオンリーメモリー）（図示
せず）、及び各データを一時的に記憶するＲＡＭ（ランダムアクセスメモリー）（図示せ
ず）等を含む。尚、ＲＯＭには、後述する弾球遊技、図柄遊技、保留表示を制御するため
のプログラムが記憶されており、さらに、保留画像等に用いる画像データも記憶する。こ
れらのＣＰＵ、ＲＯＭ及びＲＡＭは、入出力バスによって電気的に接続されており、デー
タ信号やアドレス信号が入出力できるようになされている。この副制御基板５２によって
、画像表示装置３０における画像の表示が制御され、上述した操作遊技、画像遊技の表示
の態様が定められる。また、入賞球を保留する場合に、保留画像や変化後画像を画像表示
装置３０に表示するための保留画像処理や変化後画像処理を行う処理フローは、後述する
図６と図７に示す。
【００３４】
（機能ブロック図の説明）
　図３は、パチンコ遊技機１０における制御機能の概略を示す機能ブロック図である。
【００３５】
　パチンコ遊技機１０は、制御手段５００と、入賞検出手段６００と、操作手段４００と
、画像表示手段３００とを含む。この制御手段５００は、入賞検出手段６００と、操作手
段４００と、画像表示手段３００と電気的に接続されている。
【００３６】
　入賞検出手段６００は、始動入賞口３２やその他の入賞口に設置された入賞検出センサ
７０を含んでおり、これらの入賞口に遊技球が流入すると、入賞検出センサ７０は検出信
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号を主制御基板５０に発信する。操作手段４００は操作ボタン４６を含んでおり、パチン
コ遊技機１０の遊技者がこの操作ボタンを押すことによって、操作信号を副制御基板５２
へ発信する。画像表示手段３００は画像表示装置３０を含み、副制御手段５２に設けられ
た保留画像処理手段５３０、変化後画像処理手段５５０、及び、図柄画像処理手段５４０
から発信される画像信号に基づいて、所定の画像を画像装置３０に表示する。
【００３７】
　制御手段５００は、主制御基板５０と副制御基板５２を含む。主制御基板５０は、上述
したようにパチンコ遊技機１０の全体の制御を行う。この主制御基板５０は、入賞、保留
記憶処理手段５１０、保留消化処理手段５２０、及び、送信手段５６０を含んでいる。
【００３８】
　入賞、保留記憶手段５１０は、遊技球が入賞した場合に賞球の払出処理を行い、大当り
抽選処理を行い、この大当たり抽選結果は、副制御基板５２へ送信される。具体的には、
主制御基板５０の送信手段５６０から副制御基板５２の受信手段５７０へ送信されるが、
以下の機能ブロック図の説明においては、単に「副制御基板５２へ送信される」と記載す
る。また、入賞球を保留するか否かを判定して、保留をする場合には、保留画像表示信号
が、副制御基板５２へ送信される。また、大当たり抽選結果を空き保留領域に記憶する。
【００３９】
　保留消化処理手段５２０は、変動していた図柄が停止したときに、保留が残っているか
否かを判定し、残っている場合には、記憶された最初の保留領域の大当たり抽選結果を読
み出して、読み出された大当たり抽選結果は、副制御基板５２へ送信される。また、保留
画像消去信号が、副制御基板５２へ送信される。
【００４０】
　副制御基板５２は保留画像処理手段５３０、図柄画像手段５４０、及び、受信手段５７
０を含み、この保留画像処理手段５３０は、変化後画像処理手段５５０を含む。
【００４１】
　保留画像処理手段５３０は、副制御基板５２へ送信された保留画像表示信号に基づいて
、画像抽選処理によって保留画像を選択し、所定の画像信号を画像処理手段３００へ送信
して、保留画像を画像装置３０へ表示させる。更に、操作手段４００から操作信号を受信
したときには、変化後画像処理手段５５０を用いて、変化可能な保留画像を変化後画像へ
変化させる。また、副制御基板５２へ送信された保留画像消去信号に基づいて、画像表示
手段３００へ所定の信号を送信し、最初の保留領域に対応する保留画像又は変化後画像を
画像装置３０から消去する。
【００４２】
　図柄画像処理手段５４０は、副制御基板５２へ送信された大当たり抽選結果に基づいて
、所定の画像信号を画像表示手段３００へ送信して、抽選結果に応じた変動図柄を画像表
示装置３０に表示して、画像遊技を行う。（図柄画像処理の詳細な説明は省略する。）
【００４３】
（制御処理の説明）
　以下に、上述した主制御基板５０及び副制御基板５２において行われる各種の制御につ
いて説明する。以下においては、パチンコ遊技機１０は予め起動されており、上述した主
制御基板５０や副制御基板５２においては、制御に用いられる種々の変数の初期化等の起
動処理は終えて、パチンコ遊技機１０は定常動作しているものとする。
【００４４】
　以下に示す制御処理によって、入賞球を保留する状態となった場合には、所定の保留画
像を画像表示手段３００の画像表示装置３０に表示し、更に、遊技者が操作ボタン４６を
押動操作したときには、変化可能な保留画像を変化後画像へ変化させることができる。ま
た、保留画像に「ＰＵＳＨ」等のボタン操作を示唆する情報を含む。逆に、そのような示
唆を含まない保留画像であっても、操作ボタン４６を押すことによって変化する場合を設
定することもでき、遊技者に意外性を与えることができる。また、変化後画像の中には大
当たりとなる可能性を示す情報が含まれていることがあり、この大当たりの可能性が高い
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情報を含む変化後画像は、画像抽選処理で高い当選確率で選ばれるように設定されている
。
【００４５】
　ここで、図４と図５は、主制御基板５０において実行されるサブルーチンを示し、図６
と図７は、副制御基板５２において実行されるサブルーチンを示す。尚、これらの図４～
図７に示すフローチャートは、主制御基板５０又は副制御基板５２における制御処理を実
行するための１つの例を示したにすぎず、この処理手順には限られない。
【００４６】
＜入賞、保留記憶処理＞
　図４は、主制御基板５０の入賞、保留記憶処理手段５１０において実行される入賞、保
留記憶処理のサブルーチンを示す。この図４に示したサブルーチンは、主制御基板５０で
予め実行されているメインプログラム（図示せず）から所定のタイミング毎に呼び出され
て繰り返し実行される。本サブルーチンでは、遊技球が始動入賞口３２に入賞したときに
大当たり抽選処理を行い、図柄変動を開始させるために、大当たり抽選結果が副制御基板
５２へ送信される。具体的には、主制御基板５０の送信手段５６０から副制御基板５２の
受信手段５７０への送受信によって行われるが、以下の説明においては、単に「副制御基
板５２へ送信される」と記載する。また、入賞時に賞球の払い出しを行う入賞処理を行う
。更に、図柄変動中に始動入賞口３２に入賞したときに、賞球を保留するための判定や処
理を行い、保留を行う場合には、保留画像を表示するための保留記憶処理が行われ、保留
画像表示信号が副制御基板５２へ送信される。
【００４７】
　最初に、遊技盤２４を移動している遊技球が始動入賞口３２に入賞したか否かを判断す
る（ステップＳ１１）。始動入賞口３２には、遊技球が通過したことを検出して検出信号
を主制御基板５０に発する入賞検出センサ７０が設けられており、ステップＳ１１の処理
は、この検出信号が主制御基板５０に供給されたか否かによって判断する。
【００４８】
　まず、ステップＳ１１において、始動入賞口Ｓ１１に入賞していない（ＮＯ）と判別さ
れたときには、更に、他の入賞口に入賞しているか否かを判断する（ステップＳ１９）。
他の入賞口の遊技球が入賞した（ＹＥＳ）と判別したときには、払い出し処理（ステップ
Ｓ２０）によって所定数の賞球の払い出しを行い、他の入賞口に入賞していない（ＮＯ）
と判別されたときには、そのまま一連の処理を終了する。
【００４９】
　ステップＳ１１において、遊技球が始動入賞口３２に入賞した（ＹＥＳ）と判別したと
きには、次に、図柄画像が既に変動中であるかを判断する（ステップ１２）。ステップ１
２において、図柄画像が変動していない（ＮＯ）と判別したときには、大当たり抽選処理
（ステップＳ１３）を行う。大当たり抽選処理は、乱数を発生させることによって抽選を
行い、大当たりであるか否かを定める。そして、この大当たり抽選結果は、副制御基板５
２へ送信される（ステップＳ１４）。フローチャートは示されていないが、副制御基板５
２の図柄画像処理手段５３０は、この大当たり抽選結果に基づいて、変動図柄を選択し、
画像信号を画像表示手段３００に送信して、所定の変動する図柄画像を画像表示装置３０
に表示させる。そして、大当たり抽選結果が副制御手段５２へ送信された後、入賞、保留
記憶処理手段５１０は、払い出し処理（ステップＳ２０）によって所定の数の賞球を払い
出して、一連の処理を終了する。
【００５０】
　一方、ステップＳ１２において図柄画像が既に変動中である（ＹＥＳ）と判別したとき
、つまり、図柄変動している間に始動入賞口３２に遊技球が入賞したときには、入賞球の
保留が可能であるかを否かを判断する（ステップＳ１５）。入賞球を保留できる最大保留
可能数をＮmax（ここではＮmax＝４）とすると、既に保留数がＮmaxに達している場合に
は、それ以上保留ができない（ＮＯ）と判別され、賞球の払い出し処理（ステップＳ２０
）を行って一連の処理を終了する。
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【００５１】
　また、ステップＳ１５において保留が可能（ＹＥＳ）と判別されたときには、ステップ
Ｓ１３と同様に、乱数を発生させて大当たり抽選処理を行い（ステップＳ１６）、保留画
像表示信号が副制御基板５２へ送信される（ステップＳ１７）。後述するように、副制御
基板５２の保留画像処理部５３０は、この保留画像表示信号に基づいて、保留画像を画像
表示手段３００に表示する処理を行う。ここで、この保留画像表示信号には、大当たり抽
選処理の結果に関する情報（大当たり又ははずれ）も含まれている。
【００５２】
　次に、入賞、保留記憶処理手段５１０は、大当たり抽選結果を空いている保留領域へ記
憶する（ステップＳ１８）。具体的には、図柄変動中に遊技球が始動入賞口３２に入賞し
たときに、保留領域１から保留領域ＮまでのＮ個の保留領域のうち、昇順に空いている保
留領域に大当たり抽選結果を記憶させていく。その後、上記と同様に、賞球の払い出し処
理（ステップＳ２０）を行って一連の処理を終了する。
【００５３】
＜保留消化処理＞
　図５は、主制御基板５０の保留消化処理手段５２０において実行される保留消化処理の
サブルーチンを示す。この図５に示したサブルーチンも、主制御基板５０で予め実行され
ているメインプログラム（図示せず）から所定のタイミング毎に呼び出されて繰り返し実
行される。本サブルーチンでは、既に変動している図柄が停止したときに、最初（Ｎ＝１
）の保留領域の大当たり抽選結果を読み出して、読み出された大当たり抽選結果が副制御
基板５２へ送信され、次の図柄変動が開始される。また、最初の保留領域に対応する保留
画像を消去させる保留画像消去信号が、副制御基板５２へ送信され、所定の保留画像又は
変化後画像が消去される。
【００５４】
　最初に、図柄が変動中であるか否かを判断する（ステップＳ３１）。まだ図柄が変動中
である（ＹＥＳ）と判別したときには、この処理を終了し、所定のタイミングで再び保留
消化サブルーチンを実行する。また、図柄の変動が停止した（ＮＯ）と判別したときには
、保留が有るか否かを判断する（ステップＳ３２）。保留が無い（ＮＯ）と判別するとき
には、そのまま処理を終了し一連の処理を終了する。
【００５５】
　ステップＳ３２において、保留有り（ＹＥＳ）と判別するときには、図４のステップＳ
１８において記憶した大当たり抽選結果のうち、最初の保留領域（Ｎ＝１）の大当たり抽
選結果を読み出す（ステップＳ３３）。そして、保留領域を１つずつシフトする（ステッ
プＳ３４）。シフトするとは、具体的には、保留領域１に記憶されていた大当たり抽選結
果を消去し、保留領域２に記憶されていた大当たり抽選結果を保留領域１に移動させ、保
留領域３以上に大当たり抽選結果が記憶されていれば、同様にして、保留領域Ｎに記憶さ
れている大当たり抽選結果を、保留流域（Ｎ－１）へ移動させる処理を行う。
【００５６】
　引き続いて、保留画像消去信号が、副制御基板５２へ送信される（ステップＳ３５）。
後述するが、副制御基板５２の保留画像処理手段５３０は、この保留消去信号に基づいて
、最初の保留領域（図柄変動を開始する保留）に対応した保留画像を消去する処理を行う
。続いて、ステップＳ３３で読み出された大当たり抽選結果が、副制御基板５２へ送信さ
れ（ステップＳ３６）、一連の処理を終了する。副制御基板５２の図柄画像処理手段５４
０は、この大当たり抽選結果に基づいて、再び、画像表示手段３００へ画像信号を送信し
て、図柄の変動を再開させる。
【００５７】
＜変化後画像処理＞
　次に、副制御基板５２側の処理を、図６を用いながら説明する。この図６に示したサブ
ルーチンは、副制御基板５２で予め実行されているメインプログラム（図示せず）から所
定のタイミング毎に呼び出されて繰り返し実行される。図６に示したサブルーチンは、副
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制御基板５２に送信された大当たり抽選結果に基づいて、保留画像を画像表示手段３００
の画像表示装置３０に表示し、操作信号を操作手段４００から受信したときに、変化可能
な保留画像を変化後画像へ変化させ、副制御基板５２に送信された保留画像消去信号に基
づいて、保留領域１に対応する左端の保留画像を消去する処理を行う。
【００５８】
　最初に、保留画像表示信号を受信したか否かを判断する（ステップＳ５１）。このステ
ップＳ５１は、図４のステップＳ１７に示された保留画像表示信号の送信処理に対応して
いる。受信していない（ＮＯ）と判別したときには、保留画像を表示する一連の処理は行
わずにステップＳ６０へ進む。
【００５９】
　受信した（ＹＥＳ）と判別したしたときには、副制御基板５２のＲＯＭに記憶された保
留画像表を読み出す（ステップＳ５２）。この保留画像の１つの実施形態を図８に示す。
この実施形態の保留画像は、表に示されるような様々なハートの画像を含み、変化可能な
画像と変化しない画像の２種類に分かれる。また、変化可能な保留画像の一部（画像Ｎｏ
．１と２）にはＰＵＳＨという文字が表示されており、遊技者に操作ボタン４６を押させ
ることを示唆する。また、変化可能な保留画像の一部（画像Ｎｏ．３と４）は、このよう
な示唆はなく、知らずに操作ボタン４６を押すと変化後画像に変化するようになっている
。また、後述するが、画像表示装置３０に表示される保留画像の一例を図１１～１３に示
す。
【００６０】
　次に、乱数を発生させて画像抽選処理を行い、図８に示す保留画像表の画像の中から１
つの保留画像を決定する（ステップＳ５３）。この実施形態では、各保留画像が抽選で選
択される当選確率は同じ値に設定されているが、保留画像によって異なる確率を設定する
こともできる。そして、画像信号を画像表示手段３００に送信して、決定した保留画像を
画像表示装置３０に左詰めで表示させる（ステップＳ５４）。本実施形態においては、図
１１に示すように、保存領域１に記憶された保留に対応する保留画像が、画像表示装置３
０の左端に表示され、その後、保留領域２から４に記憶された保留に対応する保留画像が
左から右へ順番に表示されるようになっている。ただし、保留画像の表示の形態は、この
ような左詰めに限られず、その他様々な形態が考えられる。
【００６１】
　次に選択した保留画像が変化可能な画像であるか否かの判断を行う（ステップＳ５５）
。保留画像が変化しない（ＮＯ）と判別したときには、変化後画像の抽選処理等は行わず
に、ステップＳ６０へ進む。
【００６２】
　保留画像が変化可能（ＹＥＳ）と判別したときには、画像抽選処理により変化後画像を
選択する。まず、保留画像表示信号に含まれた大当たり抽選処理に関する情報が、大当た
りであるか否かを判断する（ステップＳ５６）。大当たり（ＹＥＳ）と判別したときには
、副制御手段５２のＲＯＭに記憶された大当たり用変化後画像表を読み出し（ステップＳ
５７）、はずれ（ＮＯ）と判別したときには、ＲＯＭに記憶されたはずれ用変化後画像表
を読み出す（ステップＳ５８）。そして、乱数を発生させて画像抽選処理を行い、大当た
り、はずれに応じた変化後画像表から１つの変化後画像を決定する（ステップＳ５９）。
【００６３】
　ここで、大当たり用変化後画像表の１つの実施形態を図９に示し、はずれ用変化後画像
の１つの実施形態を図１０に示す。どちらの表も、変化後画像の内容は同一であるが、画
像抽選処理を行う場合の、各変化後画像の当選確率が異なる値になっている。また、変化
後画像の内容は、キャラクタを含む様々な形状の画像を含み、更に、画像Ｎｏ．１９から
Ｎｏ．２５に示されるように、大当たりする可能性をパーセント表示で遊技者に知らせる
情報が含まれている。また、Ｎｏ．２６では、大当たり（可能性１００％）の情報が含ま
れている。また、画像表示装置３０に表示される変化後画像の例が、図１３に示される。
【００６４】
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　図９の表に示されるように、大当たりの場合には、大当たりの可能性が高い情報を含む
変化後画像の、画像抽選処理における当選確率が高く設定されており、それらの画像が表
示されやすいようになっている。逆に、図１０の表に示されるように、はずれの場合には
、大当たりの可能性が高い情報が含まれる変化後画像の画像抽選処理における当選確率が
低く設定されており、それらの画像が表示されにくいようになっている。
【００６５】
　また、大当たり抽選処理の結果がはずれの場合には、ハート小緑（画像Ｎｏ．３），大
当たり確率０％（画像Ｎｏ．１９）、大当たり確率９５％（画像Ｎｏ．２５）、及び、大
当たり（画像Ｎｏ．２６）の当選確率を０にして、画像表示されない（抽選で選択されな
い）ように設定されている。以上のようにして、大当たり、はずれの各状況に合わせた画
像抽選処理によって、変化後画像が選択されるので、変化後画像の情報の信頼性を高める
ことができる。
【００６６】
　次に、操作手段４００から操作信号を受信したか否かの判断を行う（ステップＳ６０）
。本実施形態では、遊技者がパチンコ遊技機１０上に設置された操作ボタン４６を押動操
作することによって、操作信号が副制御基板５２へ送信されるようになっている。操作信
号を受信していない（ＮＯ）と判別したときには、特別な処理を行わずに、ステップＳ６
２へ進む。もし、操作信号を受信した（ＹＥＳ）と判別したときには、画像表示装置３０
に表示されている変化可能な保留画像のうち、最も左端に近い（保留領域の数Ｎが小さい
）保留画像を、変化後画像へ変化させる変化後画像処理（ステップＳ６１）を行う。この
変化後画像処理の詳細については後述する。
【００６７】
　次に、保留画像消去信号を受信したか否かの判断を行う（ステップＳ６２）。この処理
は、図５に示すステップＳ３５に対応する処理である。もし、保留画像消去信号を受信し
ていない（ＮＯ）と判別したときには、一連の処理を終了する。また、保留画像消去信号
を受信した（ＹＥＳ）と判別したときには、画像表示装置３０に表示された保留画像また
は変化後画像のうち左端の（画像領域１の）保留画像または変化後画像を消去する。そし
て、その右側に（保留領域２以上に）保留画像または変化後画像が表示されている場合に
は、各々の保留画像を１つ左側へ移す（ステップＳ６３）。この処理は、図５のステップ
Ｓ３４に示された大当たり抽選処理結果を保留領域Ｎから保留領域（Ｎ－１）へシフトす
る処理に対応している。以上の処理を行って、一連の保留画像処理を終了する。
【００６８】
＜変化後画像処理＞
　次に、図７を用いて、上述の図６のステップＳ６１に示された変化後画像処理のサブル
ーチンを説明する。最初に、保留領域番号Ｎに初期値として、１をインプットする（ステ
ップＳ７１）。次に、このＮが最大保留可能数Ｎmax（この実施形態ではＮmax＝４）に達
しているか否かを判断する（ステップＳ７２）。もし、Ｎmaxに達していない（ＮＯ）と
判別するときには、保留領域Ｎの保留画像が変化可能であるか否かを判断する（ステップ
Ｓ７３）。もし、変化可能である（ＹＥＳ）と判別するときには、ステップＳ７５の処理
へ進む。また、もし、変化しない（ＮＯ）と判別するときには、保留領域番号Ｎに１を加
えて（ステップＳ７４）、ステップＳ７２に処理に戻る。同様にして、ステップＳ７２か
らステップ７４の処理を繰り返す。もし、ステップＳ７２で、保留領域番号Ｎが最大保留
可能数Ｎmaxに達していると判別すれば、一連の処理を終了し、ステップＳ７３で、保留
画像領域番号Ｎの保留画像が変化可能と判別すれば、ステップ７５へ進む。そして、保留
領域Ｎの保留画像を消去し（ステップＳ７５）、代わりに画像抽選処理で選択した変化後
画像を表示する（ステップＳ７６）。以上に処理によって、変化後画像処理のサブルーチ
ンを終了する。
【００６９】
（表示される画像の説明）
　次に、図１１～１３を用いて画像表示装置３０に表示される保留画像と変化後画像を簡
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下側には、変動する図柄（３つの数字）が示され、上側は、最大４個までの保留画像また
は変化後画像が示される。
【００７０】
　図１１では、最大保留可能数である４つの保留がなされており、左端の保存領域１の画
像は、変化後画像になっている。この変化後画像は、図９、１０の表に示す画像Ｎｏ．６
のイカリを示している。その右側の保存領域２～４の画像は、全て保留画像である。保留
領域２の保留画像は、図８の表に示される画像Ｎｏ．１または２のハート大ＰＵＳＨを示
し、保存領域３，４の画像は、図８の表の画像Ｎｏ．３～８のハートを示す。このような
ＰＵＳＨ等のボタン操作を示唆する情報を含まないハートであっても、変化後画像に変わ
る可能性がある。また、図１２では、新たな図柄変動が開始されて、図１１の左端の変化
後画像が消去されて、右側の３つの保留画像が１つ左側へシフトされたところを示す。
【００７１】
　図１３は、保留画像と変化後画像の例を示す。図１３の上側の変化後画像は、図９、１
０の表の画像Ｎｏ．２４の大当たり確率８０％の画像を示し、下側の変化後画像は、図９
、１０の表の画像Ｎｏ．２３の確率５０％の画像を示している。
【００７２】
（その他の実施形態）
　本発明に係る弾球遊技機は、上述の実施形態に限られず、その他様々な実施形態が含ま
れる。
【符号の説明】
【００７３】
２４　　遊技盤
３０　　画像表示装置
３２　　始動入賞口
３４　　特別入賞口
４６　　操作ボタン
５０　　主制御基板
５２　　副制御基板
５１０　入賞、保留記憶処理手段
５２０　保留消化処理手段
５３０　保留画像処理手段
５４０　図柄画像処理手段
５５０　変化後画像処理手段
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